
変
動
為
替
相
場
制
の
模
索
と
実
践

島
　
　
村

高
　
　
嘉

（25）　変動為替相場制の模索と実践

序

　
戦
後
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
た
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
ト
ン
ウ
ヅ
ズ
体
制

が
、
昭
和
四
十
八
年
二
月
に
崩
壊
し
て
変
動
為
替
相
場
制
に
移
行

し
て
か
ら
、
既
に
十
余
年
が
経
過
し
た
。
変
動
為
替
相
場
制
は
、

世
界
経
済
の
激
動
時
代
に
お
け
る
い
わ
ぱ
「
な
し
く
ず
し
の
選

択
」
で
あ
っ
た
が
、
二
度
に
わ
た
る
石
油
シ
目
ヅ
ク
を
柔
軟
に
受

け
止
め
た
緩
衝
装
置
と
し
て
の
機
能
を
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
、

あ
ま
り
に
も
過
敏
な
そ
の
乱
高
下
は
、
世
界
経
済
に
多
大
の
不
安

定
性
と
保
謹
主
義
の
脅
威
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
し
て
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
勢
下
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
G

1
5
合
意
（
昭
和
六
十
年
九
月
）
は
、
新
た
な
局
面
展
開
へ
向
け

て
の
模
索
と
実
践
と
し
て
各
方
面
か
ら
注
目
を
浴
ぴ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
こ
う
し
て
い
ま
転
機
に
た
つ
変
動
為
替
相
場
制
を
、

も
っ
ぱ
ら
わ
が
国
の
視
角
か
ら
と
り
あ
げ
、
戦
後
金
融
体
制
の
開

放
体
制
に
向
け
て
の
脱
皮
と
い
っ
た
歴
史
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
イ

ブ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
「
期
待
と
現
実
」
、
そ
の
「
評
価
と
批

判
」
に
つ
き
、
実
践
論
の
立
場
か
ら
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
一
　
固
定
為
替
相
場
制
か
ら
変
動
為
替
相
場
制
へ
の
移
行

　
（
I
M
F
体
制
下
の
四
半
世
紀
）

　
戦
後
の
四
半
世
紀
（
昭
和
二
十
年
～
四
十
五
年
、
一
九
四
五
年

～
一
九
七
〇
年
）
に
お
け
る
国
際
通
貨
体
制
は
、
プ
レ
ト
ン
・
ウ

ヅ
ズ
体
制
な
い
し
I
M
F
体
制
（
正
確
に
い
う
と
、
昭
和
五
十
三

年
四
月
の
I
M
F
協
定
改
正
後
の
I
M
F
体
制
は
、
変
動
為
替
相

場
制
を
追
認
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
区
別
し
て
旧
I
M
F
体
制
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と
呼
ぶ
こ
と
が
適
当
）
で
あ
っ
た
と
総
括
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

わ
が
国
は
、
い
わ
ぱ
「
I
M
F
体
制
の
傘
」
の
下
で
、
貿
易
拡
大

を
軸
と
し
て
高
度
成
長
時
代
を
展
開
し
た
と
い
え
る
が
、
こ
う
し

た
I
M
F
体
制
の
も
と
で
の
、
戦
後
わ
が
国
金
融
経
済
の
四
半
世

紀
を
概
観
す
る
と
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
三
期
に
犬
別
す
る
こ
と
が

出
来
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
①
　
昭
和
二
十
年
代
・
か
ら
昭
和
三
十
年
代
後
半
ま
で
の
、
固
定

　
　
為
替
相
場
制
下
の
貿
易
・
為
替
自
由
化
の
進
展
期

　
②
　
昭
和
四
十
年
代
前
半
の
固
定
為
替
相
場
制
の
動
揺
期

　
⑧
　
昭
和
四
十
年
代
後
半
の
固
定
為
替
相
場
制
の
崩
壊
期
な
い

　
　
し
変
動
為
替
相
場
制
へ
の
移
行
期

　
こ
う
し
た
戦
後
の
国
際
通
貨
変
動
の
歩
み
を
本
論
に
先
ん
じ
て

わ
が
国
金
融
経
済
と
の
関
連
に
絞
っ
て
、
以
下
簡
潔
に
跡
づ
け
て

お
く
こ
と
と
す
る
。

　
H
　
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
の
国
際
経
済
社
会
へ
の
復
帰
は
、

①
昭
和
二
十
四
年
の
単
一
為
替
相
場
設
定
に
よ
る
民
間
貿
易
の
再

開
と
、
②
昭
和
二
十
七
年
の
I
M
F
・
世
銀
加
盟
お
よ
ぴ
昭
和
二

十
八
年
の
ガ
ヅ
ト
加
盟
に
よ
る
国
際
機
関
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
幕

を
あ
げ
た
。
こ
こ
に
、
一
ド
ル
H
三
六
〇
円
を
I
M
F
平
価
（
金

一
オ
ン
ス
ー
－
三
十
五
米
ド
ル
に
リ
ン
ク
、
一
円
1
－
二
、
四
六
八
五

、
ミ
リ
グ
ラ
ム
が
金
平
個
）
と
す
る
固
定
為
替
相
場
制
が
、
わ
が
国

通
貨
の
対
外
価
値
を
律
す
る
基
本
的
枠
組
み
と
し
て
設
定
さ
れ
た

と
い
え
る
。
一
ド
ル
ー
－
三
六
〇
円
レ
ー
ト
は
、
爾
来
四
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
（
昭
和
四
十
六
年
八
月
の
ニ
ク
ソ
ン
：
ソ
目
ヅ
ク
発
生

ま
で
）
堅
持
さ
れ
た
。
こ
の
期
間
、
わ
が
国
の
国
際
収
支
の
天
井

は
低
く
、
国
際
収
支
の
赤
字
不
均
衡
は
、
昭
和
二
十
八
年
～
二
十

九
年
、
昭
和
三
十
二
年
～
三
十
三
年
、
昭
和
三
十
六
年
～
三
十
七

年
お
よ
び
昭
和
三
十
九
年
と
四
度
も
繰
り
返
し
発
生
し
た
が
、
し

か
し
そ
の
い
ず
れ
も
、
ま
る
で
経
済
学
の
教
科
書
を
地
で
行
く
よ

う
な
形
で
、
金
融
政
策
に
よ
る
国
際
収
支
の
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

見
事
に
機
能
し
、
わ
が
国
は
固
定
為
替
梱
場
制
の
枠
組
み
を
守
り

つ
つ
高
度
成
長
の
軌
道
を
つ
き
進
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
貿
易
・
為

替
の
正
常
化
、
自
由
化
も
、
こ
う
し
た
I
M
F
体
制
の
傘
の
下
で
、

犬
幅
な
前
進
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
貿
易
取
引
面

で
は
、
ガ
ヅ
ト
の
十
一
条
国
移
行
（
昭
和
三
十
八
年
、
貿
易
数
量

制
限
原
則
不
可
の
義
務
）
を
軸
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
～
四
十
年

に
か
け
て
の
第
一
次
貿
易
自
由
化
（
自
由
化
率
四
十
四
％
へ
）
お

よ
ぴ
昭
和
四
十
三
～
四
十
六
年
に
か
け
て
の
第
二
次
貿
易
自
由
化

（
自
由
化
率
九
十
三
％
へ
）
が
実
行
さ
れ
、
ま
た
②
為
替
取
引
面

で
も
、
I
M
F
八
条
国
へ
の
移
行
（
粥
和
三
十
八
年
、
経
常
取
引
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’

に
関
す
る
為
替
管
理
撤
廃
の
義
務
）
を
軸
と
し
て
、
円
為
替
の
導

入
、
非
居
住
者
自
由
円
勘
定
の
開
設
、
為
替
決
済
方
式
の
弾
カ
化

等
の
制
限
緩
和
の
措
置
が
逐
次
打
ち
出
さ
れ
た
。
と
く
に
、
昭
和

三
十
八
年
の
I
M
F
八
条
国
へ
の
移
行
は
（
因
み
に
、
同
年
先
進

国
グ
ル
i
プ
た
る
0
E
C
D
に
も
加
盟
）
、
円
の
交
換
性
回
復
を

正
式
に
確
立
し
た
と
こ
ろ
の
画
期
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
昭
和
三
十
八
年
は
、
わ
が
国
が
開
放
体
制
へ
本
格
的
に
移

行
し
た
歴
史
的
な
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
⇔
　
I
M
F
体
制
は
、
こ
の
よ
う
に
揺
ぎ
な
い
国
際
通
貨
体
制

と
し
て
一
時
代
を
画
し
た
感
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
キ
ー
・
カ
レ
ン
シ
ー
国
で
あ
る
米
国
の
強
大
な
経
済
カ

を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
西
欧
諸
国
こ
と
に
西
独
や
日
本
の

経
済
力
の
躍
進
と
米
国
の
経
済
カ
の
相
対
的
低
下
が
進
行
す
る
の

に
伴
な
い
（
そ
の
端
的
な
反
映
は
、
西
独
、
日
本
等
の
国
際
収
支

の
黒
字
不
均
衡
と
米
国
の
赤
字
不
均
衡
と
な
っ
て
顕
現
化
）
、
時

と
し
て
亀
裂
が
生
じ
る
に
至
っ
た
。
基
軸
通
貨
た
る
米
ド
ル
に
対

す
る
国
際
的
信
認
の
動
揺
（
そ
の
背
景
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
国
際

流
動
性
の
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
っ
た
I
M
F
体
制
に
内
在
す
る
原
理

的
な
問
題
点
が
あ
っ
た
）
つ
ま
り
、
ド
ル
不
安
、
金
・
ド
ル
交
換

の
保
証
に
対
す
る
不
安
感
の
台
頭
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

■

ド
ル
不
安
は
、
次
第
次
第
に
足
音
を
高
め
て
い
き
、
そ
し
て
①
金

価
格
騰
貴
へ
の
政
策
対
応
た
る
主
要
国
の
金
プ
ー
ル
の
創
設
（
昭

和
三
十
三
年
）
、
②
米
国
通
貨
当
局
と
主
要
国
通
貨
当
局
間
の
ス

ワ
ヅ
プ
の
取
決
め
（
昭
和
三
十
七
年
）
、
⑧
米
国
通
貨
当
局
に
ょ
る

一
連
の
ド
ル
防
衛
策
（
昭
和
三
十
七
～
三
十
八
年
、
資
本
流
出
規

制
、
ロ
ー
ザ
・
ポ
ン
ド
の
発
行
、
利
子
平
衡
税
の
実
施
、
昭
和
四

十
三
年
の
金
二
重
価
格
制
の
導
入
）
・
な
ど
の
手
が
打
た
れ
て
行
っ

た
。
こ
れ
ら
は
、
更
に
④
I
M
F
や
O
E
C
D
を
舞
台
と
す
る
国

際
流
動
性
を
め
ぐ
る
諸
改
革
（
三
十
七
年
の
一
般
借
入
取
決
め
G

A
B
の
創
設
、
四
十
一
～
四
十
三
年
に
か
け
て
の
S
D
R
の
創

設
）
や
⑤
国
際
収
支
黒
字
国
の
平
価
切
上
げ
（
マ
ル
ク
の
切
上
げ
、

昭
和
三
十
六
年
五
％
、
四
十
四
年
九
・
三
％
）
へ
と
連
な
り
、
遂

に
は
I
M
F
体
制
の
土
台
そ
の
も
の
を
揺
が
す
ほ
ど
の
不
気
味
な

胎
動
と
な
っ
て
行
ウ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
年
代
前
半
は
、
か
く
し
て
I
M
F
固
定
為
替
相
場
制

の
動
揺
期
と
し
て
、
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
（
変
動
為
替
相
場
制
へ
の
歴
史
的
転
換
）

　
⇔
　
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
お
け
る
国
際
通
貨
動
乱
期
の
な
か

で
、
「
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
目
ヅ
ク
（
昭
和
四
十
六
年
八
月
）
」
、
「
ス
ミ

ソ
ニ
ァ
ン
合
意
（
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
）
」
、
お
よ
ぴ
「
全
面
フ
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ロ
ー
ト
（
昭
和
四
十
八
年
二
月
～
三
月
）
L
の
こ
の
三
つ
は
、
変

動
為
替
相
場
制
へ
向
け
て
の
い
わ
ば
三
度
の
陣
痛
と
呼
ぷ
こ
と
が

出
来
る
。
戦
後
国
際
通
貨
制
度
の
変
遷
の
な
か
で
の
最
犬
の
混
乱

期
で
あ
づ
た
。
前
ぷ
れ
は
二
つ
、
一
つ
は
昭
和
四
十
二
～
四
十
三

年
頃
か
ら
一
段
と
激
し
く
な
っ
た
国
際
的
な
金
投
機
の
動
き
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
黒
字
国
通
貨
た
る
西
独
マ
ル
ク
や
日
本
円
に
対

す
る
投
機
の
津
波
で
あ
っ
た
。
米
ド
ル
に
対
す
る
信
認
が
揺
ぎ
出

し
、
米
ド
ル
が
嫌
わ
れ
、
値
上
り
期
待
の
金
あ
る
い
は
強
い
通
貨

た
る
マ
ル
ク
や
円
へ
乗
り
換
え
よ
う
と
す
る
国
際
的
な
投
機
筋
の

恩
惑
の
津
波
で
あ
っ
た
。
米
国
は
、
歴
大
な
金
流
出
を
抑
え
ね
ぱ

な
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
に
は
二
重
金
市
場
の

取
決
め
　
　
中
央
銀
行
間
で
は
公
定
価
樒
に
よ
っ
て
売
買
す
る
が
、

ロ
ン
ド
ン
金
市
場
に
お
い
て
は
金
放
出
に
よ
る
価
椿
支
持
を
断
念

し
、
自
由
金
市
場
を
認
め
る
－
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
間
、

米
国
の
金
準
備
比
率
（
対
外
公
的
機
関
の
流
動
債
務
残
高
と
の
対

比
で
み
た
）
は
、
一
九
七
〇
年
九
月
の
五
〇
％
か
ら
一
九
七
一
年

九
月
に
は
二
〇
％
へ
と
激
減
を
み
た
。
そ
の
一
方
で
、
西
独
お
よ

ぴ
わ
が
国
は
、
マ
ル
ク
切
上
げ
お
よ
ぴ
円
切
上
げ
の
恩
惑
か
ら
流

入
し
て
き
た
大
量
の
米
ド
ル
を
買
支
え
た
た
め
、
外
貨
準
備
の
急

増
を
招
く
こ
と
と
な
り
、
わ
が
国
の
場
合
で
は
、
輸
出
前
受
金
の

流
入
等
の
い
わ
ゆ
る
リ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
ラ
グ
ズ
、
対
日
証
券
投

資
増
、
自
由
円
預
金
の
急
増
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
状
況
下
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
十
六
日
、
米
ド
ル
の
金
免
換
停

止
を
主
要
内
容
と
す
る
歴
史
的
な
ニ
ク
ソ
ン
声
明
が
出
さ
れ
、
世

界
を
動
揺
と
混
乱
の
渦
の
中
に
巻
き
込
ん
だ
こ
と
、
周
知
の
通
り

で
あ
る
。
世
界
の
主
要
外
為
市
場
は
直
ち
に
閉
鎖
と
な
っ
た
（
東

京
市
場
は
閉
鎖
せ
ず
、
二
週
間
後
の
二
八
日
か
ら
フ
ロ
ー
ト
ヘ
）
。

市
場
再
開
（
八
月
二
二
日
）
と
と
も
に
、
主
要
通
貨
は
暫
定
フ
ロ

ー
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
一
方
、
各
国
通
貨
当
局
者
に
よ
る
事
態

収
容
の
た
め
の
模
索
と
交
渉
の
苦
悩
の
日
々
が
続
い
た
。
同
年
十

二
月
十
九
日
に
至
り
漸
く
多
角
的
通
貨
調
整
が
ま
と
ま
り
、
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

ゆ
る
「
ス
ミ
ソ
ニ
ァ
ン
合
意
」
と
な
っ
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
も
束
の
間
の
安
定
で
あ
っ
て
、
一
年
二
力

月
後
の
昭
和
四
八
年
二
月
～
三
月
に
は
、
円
も
含
め
主
要
国
通
貨

は
再
び
国
際
的
な
投
機
の
波
状
攻
撃
を
う
け
、
遂
に
は
金
面
フ
ロ

＾
2
〕

ー
ト
ヘ
と
追
い
込
ま
れ
た
。
「
ニ
ク
ソ
ン
：
ソ
冨
ヅ
ク
」
、
「
ス
ミ

ソ
ニ
ァ
ン
合
意
」
、
「
全
面
フ
ロ
ー
ト
」
の
こ
の
三
つ
の
陣
痛
を
経

て
、
戦
後
四
半
世
紀
に
わ
た
り
命
脈
を
保
持
し
て
き
た
I
M
F
体

制
、
固
定
為
替
相
場
制
は
こ
こ
に
崩
壊
し
、
新
た
な
漂
流
の
時
代

が
出
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
海
図
な
き
航
海
」
（
ジ
ャ
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（29）　変動為替相場制の模索と実践

ル
ス
ト
ラ
B
I
S
元
総
裁
）
に
船
出
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
（
1
）
　
主
要
国
の
切
上
げ
幅
は
、
円
は
ニ
ハ
・
八
八
％
（
一
ド
ル
“
三

　
　
〇
八
円
）
。
マ
ル
ク
ニ
ニ
・
五
七
％
、
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
八
・
五

　
　
七
％
、
ポ
ン
ド
八
・
五
七
％
、
米
ド
ル
は
金
に
対
し
て
七
・
八
九
％

　
　
切
下
げ
（
一
才
ン
ス
三
五
ド
ル
↓
三
八
ド
ル
ヘ
）
。

　
（
2
）
　
米
ド
ル
は
金
に
対
し
て
一
〇
％
切
下
げ
（
一
オ
ン
ス
三
八
ド
ル

　
↓
四
二
・
二
ニ
ド
ル
、
二
月
十
二
日
）
。
円
（
二
月
一
〇
日
市
場
閉

　
　
鎖
、
二
月
十
四
日
再
開
フ
ロ
ー
ト
ヘ
）
は
一
挙
に
二
六
五
円
台
ま
で

　
　
フ
ロ
ー
ト
ァ
ソ
プ
（
約
一
六
％
の
切
上
げ
）
。
欧
州
要
国
は
、
曲
折

　
　
の
す
え
三
月
十
九
目
か
ら
全
面
フ
ロ
ー
ト
ヘ
。

二

　
変
動
為
替
相
場
下
の
シ
ュ
ト
ル
ム

ド
ラ
ン
グ

ウ
ン
ト

　
（
波
乱
の
軌
跡
）

　
変
動
為
替
相
場
制
は
、
昭
和
四
〇
年
代
の
後
半
か
ら
六
〇
年
代

を
経
た
今
日
ま
で
、
す
で
に
十
余
年
の
歳
月
を
重
ね
て
き
て
い
る

が
、
ま
さ
に
波
乱
の
連
続
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三

年
）
と
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
年
）
の
二
度
に
わ
た
る
石
油
シ

　
（
注
〕

ヨ
ヅ
ク
が
何
に
ま
し
て
大
き
な
変
動
要
因
で
あ
り
、
様
々
の
混
乱

と
反
響
を
よ
ぴ
お
こ
し
て
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
①
オ
イ
ル
ダ
ラ
ー

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
ら
む
国
際
的
な
資
本
移
動
、
②
国
際
的
な
信

用
不
安
の
続
出
（
四
九
年
五
月
の
西
独
ヘ
ル
シ
ェ
タ
ヅ
ト
銀
行
の

破
綻
、
そ
の
後
の
米
銀
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ナ
シ
目
ナ
ル
銀
行
等
の

破
綻
な
ど
）
、
⑧
各
国
の
イ
ン
フ
レ
の
高
進
と
世
界
的
な
高
金
利

の
発
生
（
米
国
の
二
桁
の
物
価
上
昇
、
二
桁
の
高
金
利
）
、
④
こ

れ
ら
諸
要
因
に
国
際
政
治
惰
勢
の
突
発
的
な
事
件
（
イ
ラ
ン
・
イ

ラ
ク
戦
争
の
勃
発
等
）
も
絡
ん
だ
と
こ
ろ
の
通
貨
信
認
の
動
揺
。

こ
の
よ
う
な
国
際
通
貨
動
揺
の
嵐
の
す
さ
ま
じ
さ
は
、
「
世
界
経

済
の
扉
の
蝶
番
い
が
は
ず
さ
れ
た
よ
う
な
混
乱
」
（
B
I
S
元
調

査
局
長
、
ギ
ル
パ
ー
ト
）
、
「
時
限
爆
弾
が
時
を
刻
む
よ
う
な
状
態
」

（
米
国
元
財
務
次
官
、
ボ
ル
カ
ー
）
、
「
金
融
危
機
を
は
ら
ん
だ
乱

気
流
の
一
〇
年
」
（
世
銀
元
総
裁
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
）
等
々
、
さ
ま

ざ
ま
に
表
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
注
）
　
石
油
シ
目
ヲ
ク
の
発
生
原
因
も
、
さ
ら
に
も
と
を
た
だ
せ
ぱ
、

　
　
固
定
為
替
相
場
制
崩
壊
に
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
変
動
為
替
相
場
制

　
　
へ
の
移
行
に
よ
り
、
世
界
的
に
イ
ン
フ
レ
が
高
進
し
（
ド
ル
の
滅
価

　
　
が
決
定
的
）
、
そ
れ
を
受
け
て
産
油
国
が
石
油
輸
出
代
金
（
ド
ル
建
）

　
　
の
い
わ
ぱ
所
得
補
償
を
求
め
て
一
斉
に
緒
東
し
た
精
果
が
O
P
E
C

　
　
の
動
き
だ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

　
わ
が
国
の
立
場
か
ら
、
こ
う
し
た
嵐
の
中
の
十
余
年
を
通
観
し

て
み
る
と
ど
う
か
。
固
定
為
替
相
場
制
の
制
約
か
ら
解
き
放
た
れ

た
円
相
場
の
変
動
は
、
大
方
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
激
し
さ
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第1図東京外国為替市場円相場の動き
　　　　　　　　　　　　　　　（円〕／ドル終値

176皿5

＾｛1O／31〕

300. o 

350. o
 47~P 48 

305. 85 

(1218) 

263. 05 

(2125) 

49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 

150．O

200．O

250．O

で
あ
っ
て
、
年
間
変
動
幅
は
、
二
〇
円
～
七
〇
円
（
五
三
年
の
六

七
円
、
五
五
年
の
六
一
円
、
六
〇
年
の
六
三
円
は
と
く
に
大
）
、

変
動
率
で
み
て
も
凡
そ
一
〇
％
土
二
〇
％
と
い
う
大
幅
な
も
の
で

あ
っ
た
。
第
一
図
お
よ
び
第
一
表
が
そ
う
し
た
荒
模
様
の
円
相
場

の
足
取
り
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
間
の
国
際

収
支
動
向
を
一
瞥
し
て
み
て
も
、
第
二
表
の
よ
う
に
、
①
内
外
景

気
変
動
等
に
起
因
す
る
貿
易
収
支
の
変
動
、
②
内
外
金
利
差
等
を

誘
因
と
す
る
長
短
資
本
移
動
の
増
減
な
ど
、
い
ず
れ
も
極
め
て
大

き
な
振
幅
を
示
し
て
い
る
。

　
（
石
油
シ
目
ツ
ク
と
大
幅
な
経
常
赤
字
の
発
生
）

　
以
上
の
よ
う
な
「
円
相
場
と
国
際
収
支
」
の
変
動
の
軌
跡
の
な

か
で
、
ま
ず
前
半
に
注
目
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
■
二

度
の
石
油
シ
冒
ツ
ク
と
そ
れ
が
投
じ
た
「
経
常
収
支
の
大
幅
赤

字
」
お
よ
ぴ
「
為
替
円
安
」
の
波
紋
が
、
つ
ま
り
「
石
油
に
弱
い

円
」
の
姿
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
。
石
油
シ
冒
ヅ
ク
の
投
じ
た
波
紋

は
、
次
の
よ
う
な
連
鎖
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
ま
ず
石
油

価
格
の
高
騰
（
第
一
次
約
三
〇
〇
％
高
、
第
二
次
約
八
O
％
高
）

に
伴
い
大
幅
な
経
常
収
支
の
赤
字
が
生
ま
れ
た
。
四
八
～
四
九
年

の
第
一
次
で
は
約
六
〇
億
ド
ル
の
大
幅
赤
字
、
五
四
～
五
五
年
の

第
二
次
で
は
実
に
二
〇
〇
億
ド
ル
の
巨
額
な
赤
字
が
発
生
し
て
い

る
。
経
常
収
支
の
こ
う
し
た
赤
字
は
、
次
い
で
円
相
場
の
急
落
を

惹
起
し
、
第
一
次
で
は
二
六
〇
円
か
ら
三
〇
〇
円
へ
凡
そ
十
一
％

の
円
安
を
、
第
二
次
で
は
二
〇
〇
円
か
ら
二
五
〇
円
へ
凡
そ
十
八

％
の
円
安
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
為
替
円
安
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
石
油
価
楕
（
円
建
）
の
上
昇
に
拍
車
を
か
け
た
。

更
に
、
輸
入
物
価
の
上
昇
は
、
国
内
物
個
の
騰
貴
へ
と
波
及
（
卸
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（31）変動為替粕場制の模索と実践

　　　　　（第1表）　変動為替相場制下の円相場の推移と振幅

（単位円）

~~~~;d~: ~~~~~;~: ~~~'~!~bip~ ~~~~~ 
48 ~~ 280.00 253.20 % 

302.75 49.55 17.7 

49 300.95 272.00 304.40 32.40 10.8 

50 305.15 284.90 307.00 22.10 7.2 

S1 292.80 286,00 306.25 20.25 6.9 

52 240.00 238,00 293.05 55.05 22.9 

53 196.60 175.50 242.50 67.00 34. l 

54 239.70 194.60 251.80 57.20 23.9 

55 203.00 202.95 264.00 61.05 30.1 

56 2 19.90 198.70 247.40 48.70 22.1 

57 242.49 217.70 278.50 60.80 25.1 

58 234.34 227.20 247.80 20.60 8.8 

59 237.53 220.00 251.70 31.70 13.3 

60 238.53 199.80 263.65 63.85 26.7 

（第2表）　変動為替相場制下の国際収支の変動と要因

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　億ドル）

経　常 貿　易 長期
資　本 短期 総合

収　支 収　支 輸　出 輸　入 収　支 本邦資本 外国資本 収支 収支
48年 △　1 37 363 326 △98 △85 △13 24 △101
49 △47 14 545 530 △39 △41 2 18 △68
50 △　7 50 547 497 △　3 △34 31 △11 △27
51 37 99 660 561 △10 △46 36 1 29
52 109 173 793 620 △32 △52 21 △　6 η
53 165 246 956 710 △124 △149 25 15 60
54 △88 18 1，012 994 △126 △163 37 24 △167
55 △107 21 1，267 11246 24 △108 132 31 △84
56 48 200 1，495 1I296 △65 △228 164 △ユo △21
5ア 69 ユ81 1．376 1，196 △150 △2ア4 125 △16 △50
58 208 315 1，455 1，140 △1η △325 148

■
52

59 350 442 1，682 1，240 △496 △568 71 △43 △152
60 493 560 1，739 1，179 △648 △821 173 △　7 △123
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一橋諭誰　第96巻　第2号　（32）

売
物
価
の
上
昇
率
は
、
第
一
次
の
ビ
ー
ク
で
前
年
比
三
五
％
、
第

二
次
ビ
ー
ク
で
前
年
比
二
〇
％
）
、
こ
れ
が
そ
の
後
数
年
間
に
及

ぷ
石
油
デ
フ
レ
の
後
遺
症
を
生
ん
だ
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に

い
ま
も
生
々
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
鉱
工
業
生
産
は
、
第
一
次
で

は
四
九
隼
前
年
比
九
・
七
％
減
、
五
〇
年
同
四
・
四
％
減
と
二
年

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
。
第
二
次
で
は
五
五
年
前
年
比
二
．
二
％
増
、

五
六
年
同
二
・
O
％
増
の
あ
と
五
七
年
同
O
．
六
％
減
と
低
迷
）
。

　
（
経
常
黒
字
と
資
本
流
出
の
奔
流
）

　
変
動
為
替
相
場
制
十
余
年
の
歴
史
の
う
ち
、
そ
の
前
半
の
波
乱

材
料
は
、
以
上
の
よ
う
に
「
石
油
シ
目
ヅ
ク
」
と
「
経
常
収
支
の

大
幅
赤
字
」
で
あ
っ
た
。
で
は
、
後
半
の
波
乱
材
料
は
何
か
と
い

え
ぱ
、
「
米
国
の
異
常
高
金
利
」
と
そ
れ
に
吸
引
さ
れ
た
「
犬
量

の
対
米
資
本
流
出
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八

○
年
代
（
昭
和
五
五
年
以
降
）
に
入
っ
て
か
ら
の
米
国
は
、
石
油

シ
冨
ヅ
ク
後
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
目
ン
に
対
処
す
べ
く
、
積
極
的

な
財
政
政
策
（
減
税
と
連
邦
支
出
拡
張
）
と
金
融
引
締
め
政
策

（
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
重
視
の
新
金
融
調
整
方
式
の
採
用
）
と
の
ポ

リ
シ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
を
採
用
し
た
が
、
こ
れ
が
異
常
な
高
金
利
時

代
を
招
致
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
わ
が
国
は
、
昭
和
五

六
年
以
降
物
価
の
鎮
静
化
に
成
功
す
る
傍
ら
対
米
貿
易
の
黒
字
を

急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
米
国
高
金
利
に

吸
引
さ
れ
る
形
で
、
わ
が
国
の
対
米
資
本
流
出
も
ま
た
急
増
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
齎
ら
さ
れ
た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
経
常
黒
字
下
の
円
安
持
続
」
と
い
っ

た
姿
で
あ
っ
た
。
通
常
、
貿
易
黒
字
は
円
高
を
齎
ら
し
、
そ
の
円

高
が
黒
字
不
均
衡
の
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
っ
た
形
で
、

い
わ
ば
古
典
的
な
「
調
整
機
能
」
が
働
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
の
「
調
整
機
能
」
が
大
幅
な
資
本
流
出
（
経
常

収
支
の
黒
字
を
凌
駕
す
る
規
模
で
の
流
出
超
過
）
に
よ
っ
て
歪
め

ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
、
為
替
は
貿
易
黒
字

下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
円
高
と
な
る
ど
こ
ろ
か
円
安
の
ま
ま
で
推

移
し
、
そ
の
円
安
が
更
に
貿
易
黒
字
に
拍
車
を
か
け
る
と
い
っ
た

パ
タ
ー
ン
が
定
着
し
は
じ
め
た
。
か
か
る
情
勢
下
、
米
国
各
界
か

ら
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
ほ
ど
の
対
日
批
判
の
声
が
上
り
、
貿
易
摩

擦
が
焦
眉
の
問
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
対
米
費
本
流
出
の
背
景
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
立
ち

入
っ
て
考
察
し
て
み
る
と
、
米
国
の
高
金
利
定
着
の
影
響
（
日
米

間
の
長
期
金
利
の
楕
差
は
、
五
〇
年
以
降
六
％
～
二
％
）
だ
け
で

は
な
く
、
わ
が
国
の
対
外
資
本
取
引
に
係
る
抜
本
的
な
自
由
化
の

影
響
も
大
き
く
（
珊
和
五
五
年
の
改
正
外
為
法
施
行
に
よ
る
1
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（33）変動為替相場制の模索と実践

「
原
則
禁
止
」
か
ら
「
原
則
自
由
」
へ
と
転
換
）
、
こ
の
点
も
見
逃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
い
え
ぱ
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
下

「
強
い
米
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
こ
と
の
影
響
も
ま
た
無

視
出
来
な
い
。
対
米
ド
ル
資
産
投
資
盛
行
の
背
景
に
は
、
こ
う
し

・
た
複
合
的
な
要
因
が
指
摘
出
来
よ
う
。
米
国
経
済
が
財
政
と
貿
易

の
双
子
の
赤
字
を
抱
え
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
の
悪
化
に
悩
ま

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
ド
ル
の
信
認
（
ド
ル
高
）
が

最
近
ま
で
保
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
複
合

要
因
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
わ
が
国
は
、

六
〇
年
に
あ
っ
て
は
経
常
収
支
の
黒
字
四
九
三
億
ド
ル
（
前
年
の

五
九
年
で
は
三
五
〇
億
ド
ル
）
に
対
し
、
長
期
資
本
流
出
超
六
四

八
億
ド
ル
（
同
四
九
六
億
ド
ル
）
、
そ
し
て
為
替
相
場
は
二
三
八

円
（
同
二
三
七
円
）
の
円
安
基
調
、
こ
う
い
っ
た
変
則
的
な
姿
を

示
現
し
た
。
元
米
財
務
次
官
の
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ザ
の
表
現
を
借

り
る
と
「
円
．
ド
ル
間
の
為
替
レ
ー
ト
は
、
資
本
移
動
に
支
配
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

れ
た
」
の
で
あ
り
、
「
極
端
に
歪
ん
だ
状
態
」
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）
　
五
五
年
改
正
外
為
法
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
。
①
対
外
直
接
投

　
資
お
よ
ぴ
対
内
直
接
投
資
－
前
者
は
す
ぺ
て
自
由
化
、
後
者
は
原
則

　
自
由
化
（
例
外
四
業
種
は
農
林
水
産
業
・
鉱
業
・
石
油
業
・
皮
革
業
、

　
二
の
他
国
防
関
連
業
種
に
は
慎
重
配
慮
）
②
証
券
の
取
得
お
よ
び
発

　
行
－
屠
住
者
の
対
外
証
券
投
資
は
自
歯
化
、
外
俊
発
行
も
従
来
の
許

　
可
制
か
ら
事
前
周
出
制
へ
移
行
。
非
居
住
者
の
対
内
証
券
投
資
自
由

　
化
。
非
居
住
者
の
円
建
外
債
発
行
も
事
前
屈
出
制
へ
移
行
。
③
外
貨

　
預
金
お
よ
ぴ
自
由
円
預
金
－
雇
住
者
の
外
貨
預
金
は
平
時
自
由
化
、

　
非
居
佳
者
自
由
円
預
金
は
金
利
自
由
化
。
④
外
貨
貸
付
お
よ
ぴ
外
貨

　
借
入
－
非
屠
住
者
へ
の
外
貨
貸
付
は
従
来
の
許
可
制
か
ら
事
前
届
出

　
制
へ
移
行
。
屠
住
者
の
外
貨
借
入
は
平
時
自
由
化
。

（
2
）
「
ロ
パ
ー
ト
・
回
ー
ザ
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ツ
ズ
以
降
の
国
際
通
貨

　
制
度
の
変
遷
」
（
大
蔵
省
発
行
「
フ
ァ
ナ
ン
ス
」
六
〇
年
九
月
～
十

　
一
月
号
）

　
以
上
、
主
と
し
て
経
済
要
因
（
貿
易
収
支
や
資
本
移
動
）
に
着

目
し
て
、
円
相
場
変
動
の
背
景
を
要
約
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
に

加
え
て
非
経
済
的
要
因
－
世
界
の
政
治
・
経
済
の
突
発
的
事
件
の

発
生
が
、
複
雑
に
し
て
衝
動
的
な
反
応
を
為
替
市
場
に
駿
々
巻
き

起
し
て
き
た
こ
と
も
勿
論
見
逃
し
え
な
い
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。

五
四
年
十
二
月
の
ア
フ
ガ
ン
ヘ
の
ソ
連
侵
攻
、
五
五
年
四
月
の
イ

ラ
ン
．
イ
ラ
ク
戦
争
の
勃
発
と
米
国
・
イ
ラ
ン
の
国
交
断
絶
、
五

六
年
一
月
の
イ
ラ
ン
米
大
使
館
員
の
人
質
解
放
、
五
六
年
十
二
月

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
非
常
事
態
宣
言
等
々
。
こ
う
し
た
ア
ク
シ
デ
ン

ト
を
通
じ
、
「
有
事
に
強
い
ド
ル
」
と
い
う
言
葉
が
生
れ
た
の
で
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あ
っ
た
。

　
（
通
貨
防
衛
の
実
践
）

　
さ
て
、
各
国
通
貨
当
局
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
絶
え
間

な
く
揺
れ
動
く
変
動
為
替
相
場
の
も
と
で
、
と
も
す
れ
ば
逸
脱
し

が
ち
な
自
国
通
貨
の
対
外
レ
ー
ト
を
、
安
定
的
に
維
持
す
ぺ
く
、

日
夜
奮
闘
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
投
機
筋
は
巨

大
な
資
金
を
動
員
し
、
長
短
を
問
わ
ず
、
債
券
か
株
式
か
を
問
わ

ず
、
最
も
高
い
予
想
利
潤
を
求
め
て
動
く
。
時
と
し
て
最
も
安
全

な
場
所
へ
の
一
時
避
難
も
辞
さ
な
い
。
こ
う
し
て
自
由
奔
放
に
動

く
変
動
為
替
相
場
は
、
内
外
通
貨
価
値
安
定
を
追
求
す
る
各
国
通

貨
当
局
者
に
と
っ
て
真
に
頭
痛
の
タ
ネ
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
、

わ
が
国
の
立
場
か
ら
「
円
防
衛
」
に
絞
っ
て
、
次
の
二
つ
の
観
点

か
ら
、
こ
う
し
た
通
貨
防
衛
の
実
践
に
つ
き
略
述
し
て
お
く
こ
と

と
す
る
。
そ
の
一
は
、
「
景
気
か
為
替
か
の
ジ
レ
ン
マ
の
な
か
で

の
政
策
運
営
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
「
極
端
な
オ
ー

バ
ー
シ
ュ
ー
ト
時
に
お
け
る
市
場
介
入
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
景
気
か
為
替
か
の
ジ
レ
ン
マ
の
な
か
で
の
政
策
運
営
」

に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
昭
和
五
七
～
五
八
年
の
公
定
歩
合
引
下
げ

を
め
ぐ
る
金
融
政
策
の
運
営
が
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。
景
気
停
滞

局
面
で
の
円
安
（
上
述
の
米
高
利
に
よ
る
資
本
流
出
が
主
因
）
と

あ
っ
て
、
内
外
金
利
差
の
拡
大
に
連
ら
な
る
よ
う
な
金
利
引
下
げ

政
策
に
は
、
国
内
物
価
の
上
昇
要
因
、
交
易
条
件
の
悪
化
要
因
、

貿
易
摩
擦
の
激
化
要
因
等
へ
の
懸
念
か
ら
な
か
な
か
踏
み
切
れ
な

か
っ
た
。
中
央
銀
行
た
る
日
銀
の
苦
悩
は
大
き
く
、
対
内
均
衡

（
国
内
の
景
気
支
持
）
と
対
外
均
衡
（
円
安
防
止
）
と
の
間
の
ジ

レ
ン
マ
と
い
う
形
で
、
変
動
為
替
相
場
制
下
で
の
政
策
運
営
の
難

し
さ
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
浮
彫
り
に
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
政

策
当
局
は
「
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
の
金
融
政
策
の
運
営
は
、
ま
る

で
針
の
メ
ド
に
糸
を
通
す
よ
う
に
、
選
択
の
幅
は
狭
い
の
だ
」
と

述
べ
て
い
る
（
前
川
前
日
銀
総
裁
）
。
円
安
進
行
の
も
と
で
金
融

政
策
の
手
足
が
縛
ら
れ
、
結
局
公
定
歩
合
が
引
下
げ
ら
れ
た
の
は
、

円
安
局
面
が
小
康
状
態
に
入
っ
た
一
年
一
〇
ケ
月
後
の
（
そ
の
前

の
五
六
年
十
二
月
の
公
定
歩
合
引
下
げ
か
ら
起
算
し
て
）
五
八
年

十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
次
に
「
極
端
な
オ
ー
バ
シ
ュ
ー
ト
時
に
お
け
る
市
場
介
入
」
に

つ
き
、
国
際
的
な
協
調
介
入
（
垂
二
年
十
一
月
、
五
五
年
三
月
、

六
〇
年
九
月
）
が
実
行
さ
れ
た
三
度
の
ケ
ー
ス
に
即
し
て
略
述
し

て
み
る
こ
と
と
す
る
。
い
ず
れ
も
各
国
通
貨
当
局
に
と
っ
て
、
そ

の
真
価
が
問
わ
れ
た
試
練
の
介
入
で
あ
り
、
市
場
介
入
だ
け
で
な

く
種
々
の
支
援
措
置
を
も
助
員
し
た
と
こ
ろ
の
バ
ッ
ケ
ー
ジ
．
デ
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（35）　変動為替相場制の模索と実践

丁
ル
で
あ
り
、
変
動
為
替
相
場
緋
の
歴
史
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
エ

ポ
ヅ
ク
を
画
し
た
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　
ω
五
三
年
十
一
月
の
先
進
国
四
ケ
国
共
同
の
ド
ル
防
衛
策

　
　
－
米
国
は
、
力
－
夕
－
政
権
、
イ
ン
フ
レ
高
進
、
国
際
収
支

　
　
　
は
大
幅
赤
字
。
記
録
的
な
ド
ル
安
－
円
高
を
示
現
し
た

　
　
　
（
五
三
年
十
月
三
一
日
一
七
六
・
〇
五
円
）
。

　
　
1
米
国
当
局
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
」

　
　
　
の
政
策
態
度
を
持
続
。
そ
の
年
の
I
M
F
総
会
で
は
各
国

　
　
　
か
ら
の
批
判
相
次
ぐ
。
十
一
月
一
日
に
至
り
、
米
当
局
は

　
　
金
融
引
締
め
政
策
の
発
動
に
踏
み
切
る
と
と
も
に
、
各
国

　
　
　
に
呼
ぴ
か
け
、
為
替
市
場
へ
の
初
の
協
調
介
入
を
実
施
。

　
　
介
入
賞
金
調
達
の
た
め
、
米
国
・
日
本
・
西
独
・
ス
イ
ス

　
　
間
の
ス
ワ
ッ
プ
拡
大
（
円
は
二
〇
億
ド
ル
か
ら
四
〇
億
ド

　
　
　
ル
ヘ
）
。

②
五
五
年
三
月
の
第
二
次
石
油
シ
目
ツ
ク
後
の
円
防
衛
策

　
1
わ
が
国
の
国
際
収
支
は
大
幅
な
逆
調
、
円
急
落
（
五
五
年

　
　
四
月
八
日
二
六
四
円
）
。
日
銀
は
、
公
定
歩
合
引
上
げ
、

　
　
準
備
率
引
上
げ
等
一
連
の
金
融
引
締
め
政
策
を
発
動
（
五

　
　
五
年
二
月
十
九
日
、
三
月
十
九
日
、
う
ち
前
者
は
、
予
算

　
　
案
の
国
会
審
議
中
の
異
例
の
引
上
げ
）
。
そ
の
ほ
か
、
資

　
　
本
流
入
促
進
策
（
為
銀
の
海
外
資
金
取
入
れ
弾
力
化
等
）

　
　
も
実
施
。

　
－
米
国
、
日
本
、
西
独
、
ス
イ
ス
で
協
調
介
入
を
実
行
。
B

　
　
I
S
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
各
国
の
了
承
取
つ
け
。

　
　
わ
が
国
は
、
米
国
に
次
い
で
、
ス
イ
ス
、
西
独
と
の
間
で

　
　
ス
ワ
ッ
プ
を
取
決
め
。

㈹
六
〇
年
九
月
の
「
G
1
5
合
意
」
に
も
と
づ
く
先
進
五
ケ
国

　
の
ド
ル
高
是
正
策

　
－
米
ド
ル
の
異
常
高
是
正
へ
国
際
世
論
高
ま
る
。
わ
が
国
も

　
　
対
米
貿
易
摩
擦
の
解
消
の
た
め
強
く
要
請
。
米
国
内
で
も
、

　
　
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
か
ら
乖
離
し
た
ド
ル
高
に
疑
念
の

　
　
声
、
米
国
当
局
も
放
置
し
た
場
合
の
ド
ル
急
落
を
危
倶
。

　
1
六
〇
年
九
月
二
二
日
の
先
進
五
ケ
国
（
米
、
英
、
日
、
西

　
　
独
、
仏
の
G
－
5
）
緊
急
蔵
相
中
央
銀
行
総
裁
会
議
（
ニ

　
　
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
の
合
意
を
突
破
口
に
、
か
つ
て
な
い
大

　
　
規
模
な
協
調
介
入
に
踏
み
切
る
．
（
一
ヶ
月
間
の
介
入
規
模

　
　
は
一
〇
〇
億
ド
ル
強
と
報
遣
）
。
六
一
年
一
月
十
八
日
の

　
　
G
1
5
（
ロ
ン
ド
ン
）
会
議
で
基
本
線
再
度
確
認
。

－
円
梱
場
は
、
（
年
初
二
月
は
二
六
三
円
）
直
前
の
二
四
二

　
　
円
か
ら
急
騰
し
、
ニ
ケ
月
後
に
は
早
く
も
二
〇
〇
円
を
切
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る
水
準
に
ま
で
戻
る
（
約
二
〇
％
の
切
上
げ
）
。
こ
の
間

　
　
　
日
銀
は
、
円
相
場
定
着
の
た
め
、
金
融
市
場
の
自
律
的
な

　
　
　
金
利
上
昇
を
容
認
（
一
・
五
％
方
の
急
上
昇
）
。

　
　
1
「
G
l
5
合
意
」
の
政
策
的
企
図
は
次
の
三
点
。
①
対
外

　
　
　
貿
易
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
上
で
の
為
替
レ
i
ト
の

　
　
　
役
割
を
重
視
、
②
為
替
市
場
へ
の
各
国
協
調
介
入
、
⑧
経

　
　
　
済
政
策
面
に
お
い
て
も
各
国
が
協
調
的
な
行
動
を
と
る
。

　
以
上
三
つ
の
ケ
ー
ス
の
う
ち
、
特
に
今
般
の
「
G
l
5
の
合

意
」
は
、
い
ま
な
お
そ
の
実
施
過
程
に
あ
る
が
、
変
動
為
替
相
場

制
の
歴
史
の
な
か
で
、
新
し
い
ぺ
ー
ジ
を
開
く
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。
今
回
ほ
ど
各
国
が
本
椿
的
に
協
調
介
入
を
目
指
し
た
例

は
な
く
、
と
く
に
基
軸
国
で
あ
る
米
国
が
こ
れ
ま
で
の
非
介
入
主

　
　
　
＾
1
）

義
を
変
更
し
た
点
お
よ
び
米
国
が
（
介
入
資
金
の
制
約
が
な
い
）

白
国
通
貨
の
売
介
入
を
行
な
っ
た
と
い
う
点
で
も
、
そ
の
効
果
が

大
き
い
。
政
策
当
局
自
ら
も
「
今
後
、
国
際
通
貨
問
題
の
検
討
を

進
め
て
ゆ
く
上
で
の
大
き
な
参
考
事
例
」
（
澄
田
日
銀
総
裁
）
と

評
価
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
円
防
衛
を
め
ぐ
る
通
貨
当
局
の
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

運
営
、
直
裁
に
い
え
ぱ
円
高
へ
の
定
潜
を
め
ざ
す
政
策
努
カ
は
大

筋
と
し
て
次
第
に
国
民
的
な
理
解
を
広
げ
て
き
つ
つ
あ
る
と
み
ら

れ
る
。

（
1
）
　
米
国
当
局
は
従
来
介
入
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由

　
と
し
て
は
、
米
ド
ル
本
位
の
現
行
国
際
適
貨
制
度
に
あ
っ
て
、
「
米

　
国
の
資
務
」
と
「
米
国
以
外
の
国
の
貴
務
」
に
関
す
る
分
業
的
恩
考

　
が
あ
っ
た
と
の
見
方
が
有
カ
。
「
本
位
通
貨
国
た
る
米
国
は
、
価
値

　
の
基
準
と
し
て
、
米
ド
ル
価
値
（
国
内
価
値
－
筆
者
）
の
変
動
を
回

　
避
す
る
責
任
が
あ
る
。
一
方
米
国
以
外
。
の
通
貨
国
は
、
米
ド
ル
の
価

　
値
基
準
に
あ
わ
せ
て
自
国
通
貨
の
価
値
を
決
め
る
。
従
っ
て
米
ド
ル

　
と
い
う
尺
度
で
計
っ
た
為
替
個
値
を
変
更
し
た
り
、
乖
離
が
生
じ
た

　
時
の
為
替
介
入
に
つ
い
て
は
、
米
国
以
外
の
国
が
実
施
す
る
任
務
が

　
あ
る
と
い
う
考
え
方
－
・
：
」

　
　
（
真
野
輝
彦
、
「
G
1
5
後
の
国
際
通
貨
状
勢
」
－
「
金
融
」
一
九

　
八
六
年
三
月
参
照
）
．

（
2
）
　
円
高
定
着
効
果
と
し
て
政
策
当
局
が
あ
げ
る
も
の
は
、
次
の
四

　
点
で
あ
る
。
①
国
内
物
価
へ
の
優
先
的
配
慮
、
②
交
易
条
件
の
改
善

　
効
果
（
輸
入
原
材
料
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
企
業
収
益
の
改
善
、
国
内

　
物
価
低
下
に
よ
る
家
計
都
門
の
実
質
所
得
増
大
）
へ
の
評
個
、
③
内

　
外
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
路
線
へ
の
軌
道
修
正
、
④
対
外
貿
易
摩

　
擦
の
鎮
静
化
。

三
　
変
動
為
替
相
場
制
へ
の
期
待
と
現
実

（
変
動
為
替
相
場
制
の
理
論
的
吟
味
）

以
上
で
、
歴
史
的
現
実
と
し
て
の
変
動
為
替
相
場
制
十
余
年
の
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歩
み
の
大
筋
を
考
察
し
て
き
た
の
で
、
次
に
こ
う
し
た
歴
史
的
現

実
を
踏
ま
え
な
が
ら
変
動
為
替
相
場
制
を
巡
る
評
価
と
批
判
に
つ

い
て
論
述
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
順
序
と
し
て
ま
ず
、
変
動
為

替
相
場
制
の
「
理
論
的
吟
味
」
を
行
い
、
統
い
て
、
現
実
に
照
し

て
「
評
価
と
批
判
」
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
変
動
為
替
相
場
制
は
、
当
初
固
定
為
替
相
場
制
か
ら
変
動
為
替

相
場
制
へ
の
移
動
期
に
あ
っ
て
は
、
大
多
数
の
経
済
学
者
の
理
論

的
支
持
を
か
ち
え
て
い
た
感
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

凡
そ
次
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
H
　
国
際
収
支
の
自
律
的
調
整
機
能
に
期
待
し
う
る
こ
と
－

　
　
す
な
わ
ち
、
変
動
為
替
相
場
制
下
に
あ
っ
て
は
、
為
替
相
場

　
　
が
白
由
に
変
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
外
財
の
相
対
価
楕
が

　
　
直
接
変
動
し
、
そ
の
価
椅
効
果
を
通
じ
て
国
際
収
支
の
不
均

　
　
衡
は
自
律
的
に
調
整
さ
れ
る
。
固
定
為
替
相
場
制
の
下
で
は
、

　
　
国
際
収
支
．
の
不
均
衡
は
、
そ
の
国
の
外
貨
準
備
の
増
減
を
招

　
　
来
し
、
そ
れ
に
随
伴
す
る
金
融
政
策
の
発
動
（
緩
和
、
引
締

　
　
め
）
と
そ
の
調
整
効
果
を
介
し
て
政
策
的
に
調
整
さ
れ
る
。

　
H
　
投
機
的
な
資
本
移
動
に
対
す
る
抑
制
効
果
が
働
き
、
為
替

　
　
相
場
の
変
動
幅
は
比
鮫
的
小
幅
に
止
ま
る
と
期
待
し
う
る
こ

　
　
と
－
す
な
わ
ち
、
変
動
為
替
相
場
制
の
下
で
は
為
替
投
機

　
の
危
険
負
担
が
大
き
く
、
そ
の
た
め
投
機
的
な
資
本
移
動
が

　
抑
え
ら
れ
る
。
資
本
移
動
は
各
国
内
の
経
済
実
体
面
を
反
映

　
し
た
よ
り
安
定
的
な
も
の
と
な
る
。
固
定
為
替
相
場
制
の
下

　
で
は
、
通
貨
の
切
り
上
げ
切
り
下
げ
を
見
越
し
た
投
機
的
か

　
つ
不
安
定
な
資
本
移
動
が
生
じ
（
予
め
切
下
げ
か
、
切
り
上

　
げ
か
の
方
向
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
投
機
の
波
に
さ
ら

　
さ
れ
や
す
い
）
、
時
と
し
て
大
き
な
混
乱
と
な
る
。

⇔
　
金
融
政
策
の
自
歯
度
が
増
大
し
、
国
内
均
衡
璽
視
の
政
策

　
運
営
が
期
待
し
う
る
一
」
と
1
す
な
わ
ち
、
国
際
収
支
の
均

　
衡
は
為
替
相
場
の
自
偉
的
調
整
に
委
ね
ら
れ
る
の
で
、
政
策

　
当
局
は
国
際
収
支
の
制
約
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
専
ら
物
価
安

　
定
、
雇
用
維
持
と
い
っ
た
国
内
的
な
政
策
目
標
を
目
指
し
て

　
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
固
定
為
替
相
場
制

　
の
下
で
は
、
国
際
収
支
の
カ
ベ
を
常
に
意
識
せ
ざ
る
を
得
ず
、

　
言
わ
ゆ
る
ス
ト
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
の
政
策
を
余
儀
な
く

　
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
変
動
為
替
相
場
制
下
に
あ
っ
て
は
、
金

　
融
政
策
は
、
政
策
発
動
に
伴
う
短
資
流
出
入
と
い
っ
た
「
妨

　
害
」
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
（
内
外
金
利
差
は
直
先
ス
プ
レ
ッ

　
ド
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
．
、
大
幅
な
短
資
移
動
は
生
じ
な
い
）
。

㈲
海
外
か
ら
の
イ
ン
フ
レ
に
対
す
る
遮
断
効
果
を
期
待
し
う
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る
こ
と
－
す
な
わ
ち
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
フ
レ
の
波
は
、

　
　
為
替
相
場
が
変
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
為
替
相
場
上
昇
↓

　
　
輸
入
物
価
の
下
落
↓
国
内
物
価
安
定
）
、
い
わ
ば
波
打
ち
際

　
　
で
遮
断
さ
れ
る
。
固
定
為
替
相
場
制
の
下
で
は
、
そ
れ
は
、

　
　
①
海
外
へ
の
輸
出
増
加
を
通
じ
て
国
内
流
動
性
が
散
布
さ
れ

　
　
る
と
い
っ
た
経
路
と
、
②
海
外
か
ら
の
高
い
輸
入
品
個
格

　
　
（
外
貨
建
）
が
為
替
相
場
が
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

　
　
ま
ま
輸
入
品
の
国
内
販
売
価
椿
に
反
映
さ
れ
る
と
い
っ
た
経

　
　
路
と
を
通
じ
て
伝
播
さ
れ
る
。

　
（
注
）
　
変
動
為
替
相
場
制
の
歴
史
的
現
実
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
長
短
を

　
　
論
評
し
た
著
作
と
し
て
は
、
ロ
ナ
ル
ド
・
1
・
マ
ッ
キ
ー
ン
「
国
際

　
　
通
貨
・
金
融
諭
」
（
冒
o
冒
｝
巨
－
算
胃
冨
ま
昌
巴
司
曽
一
曇
＝
o
目
血
s
N
o
口
）

　
　
鬼
塚
雄
丞
、
工
藤
和
久
、
河
合
正
弘
訳
。
ミ
ル
ト
ン
・
ギ
ル
バ
ー
ト

　
　
「
国
際
通
貨
体
制
の
軌
跡
」
（
O
；
黒
｛
o
H
オ
畠
E
く
o
富
冨
『
｝
C
『
－

　
　
ま
H
H
凄
o
）
緒
方
四
十
郎
・
溝
江
義
郎
訳
、
参
照
。

　
以
上
の
四
点
が
、
変
動
為
替
相
場
制
の
理
論
的
根
拠
と
し
て
通

常
挙
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
約
す
れ
ぱ
、
国
内
経

済
を
為
替
相
場
（
平
価
）
に
従
属
さ
せ
る
の
が
固
定
為
替
相
場
制

で
あ
る
の
に
対
し
、
為
替
相
場
の
方
が
国
内
経
済
に
順
応
す
る
の

が
変
動
為
替
相
場
制
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
で
変
動
為
替
相
場
制
の
特
徴
を
一
層
浮
き
彫
り
に

す
る
た
め
に
、
金
本
位
制
、
I
M
一
F
体
制
、
変
動
相
場
制
の
三
者

を
国
際
通
貨
制
度
と
し
て
の
観
点
か
ら
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
比

鮫
考
察
し
て
お
く
と
第
三
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
評
価
と
批
判
）

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
、
変
動
為
替
相
場
制
の
理
論
に
対
し
、

変
動
為
替
相
場
制
の
歴
史
的
現
実
は
一
体
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

結
論
的
に
述
べ
る
と
、
シ
冒
ツ
ク
・
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー
（
緩
衝
体
）

と
し
て
果
し
て
き
た
役
割
な
い
し
機
能
を
評
価
す
る
こ
と
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
総
じ
て
い
え
ぱ
現
実
は
決
し
て
廿
く
な

か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
変
動
為
替
相
場
制
十

余
年
の
歴
史
的
経
験
に
照
し
て
の
四
つ
の
批
判
を
、
以
下
順
次
展

開
し
て
み
た
い
。

　
（
注
）
　
以
下
、
厳
し
い
「
批
判
」
を
加
え
る
ま
え
に
「
評
価
」
に
つ
い

　
　
て
も
二
冒
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
仮
り
に
、
変
動
為
替
相
場
制
で
な
く

　
　
固
定
為
替
相
場
制
の
ま
ま
で
、
あ
の
二
度
に
わ
た
る
石
油
シ
目
ツ
ク

　
　
の
犬
波
に
直
面
し
て
い
た
な
ら
ぱ
、
恐
ら
く
激
し
い
為
替
投
機
を
招

　
　
き
、
主
要
国
の
外
為
市
場
は
畏
期
に
わ
た
っ
て
閉
鎖
さ
れ
、
貿
易
取

　
　
引
は
大
き
く
阻
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
国
際
通
貨
不

　
　
安
の
火
の
手
も
、
或
い
は
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
燃
え
上

　
　
ウ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う
し
た
論
点
か
ら
、
変
動
為
替
相
場

　
　
制
の
い
わ
ゆ
る
シ
目
ソ
ク
・
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー
（
緩
衝
体
）
と
し
て
の
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（39）変動為替相場制の模索と実践

（第3表） 国際通貨制度の比較

塞本的性格

金の役割

内外均衡への
配慮

金　　本　　位　　制

金平価の維持

金が中核的存在

対外均衡重視

I日　I　“一　コF　｛本　命u

金為替平価の維持

金為替（米ドル）が
中核的存在

対外重視、ただし基
礎的不均衡発生時に
は対内配慮からレニ
ト調整

変動為替相場制

フロート
（特定の平価を前提
とせず）

金および金為替との
リンクなし

対内均衡重視

（金本位のゲームのルー
（基本的には金本位
のゲームのルールと

レート変動の効果に
ル）

同じ） 委ねる（内外財の相
①赤字→金流出→国内 ①金流出＝外貨準

対価楮ρシフトを通
通貨減少→物価低下 備減少とよみか

じ、直接的に内・外

国際収支調整
（景気下降）→回復（赤

え、国内通貨の滅 需のバランスを回

メカニズム
字縮小）

少＝金融引締めと
復）

②黒宇→金流入→国内
通貨増大→物価上昇

よみかえ

（景気上昇）→回復（黒 ②金流入＝外貨準備

字縮小） 増大、国内通貨の
増大＝金融緩和と
よみかえ

為替相場の変
動の大小

国際流動性

流　動　性
ジ　レ　ンマ

問　題　　点

金平価±金現送点の範囲
での小幅変動

金保有高に制約

な　　　し

①流動性不足から貿易
　拡大に足かせ
②国内均衡への配慮不
　足
③経済危機（シ目ツク）
　への対応困難

①平時は固定相場
　（土1％）

②レート調整時に
　は、投機誘発、大
　きな変動

金および金為替（ド
ル）保有高に制約
（SDRの創設）

金為替（米ドル）の
供給源は、米国の国
際収支の赤字→塞軸
通貨、米ドルの信認
維持が問趨

①塞軸通貨国への
　過犬依存
②流動性ジレンマ
③レート調整時の
　混乱不可避
④経済危機（ショ
　ヅク）への対応困
　難

乱高下免れず

制約解消へ

な　　し

①国内経済運営の
　歯止めが弱体（物
　個に廿い）
一②　レートの乱高下
　（思惑投機）

③国際収支調整遅
　々

（注）19ア8年4月1日のIMF協定改正によO・金の公定価槁廃止（19ア3年2月の全面フ回一ト以降1オンス
　42．22ドルの公定価楕は有名無実化）。19ア5年1月1日・米国は通貨体系上でも正式に金を廃貨。
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役
割
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
評
価
す
る
論
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
が
、

　
筆
者
も
こ
の
点
を
評
価
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

H
　
国
際
収
支
の
自
律
調
整
機
能
は
、
期
待
通
り
に
は
発
揮
さ

　
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
－
変
動
為
替
相
場
制
下
の
わ

　
が
国
の
国
際
収
支
不
均
衡
の
蓄
積
過
程
自
体
を
詳
さ
に
検
証

　
す
る
な
ら
ぱ
、
不
均
衡
の
短
期
的
解
消
は
極
め
て
困
難
で
あ

　
る
こ
と
が
判
明
し
よ
う
。
で
は
、
変
動
為
替
相
場
制
に
よ
る

　
不
均
衡
是
正
の
プ
ラ
イ
ス
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
不
全
で
あ

　
る
理
由
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
諸
々
の

　
要
因
が
複
合
的
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①
各
国

　
の
物
価
上
昇
率
格
差
が
、
為
替
相
場
変
動
に
伴
な
う
内
外
財

　
の
相
対
価
格
の
変
動
を
往
々
相
殺
し
て
し
ま
う
こ
と
。
②
い

　
わ
ゆ
る
J
力
ー
プ
効
果
（
輸
出
入
の
価
椿
弾
カ
性
が
短
期
的

　
に
は
小
さ
く
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
i
シ
ャ
ル
・
ラ
ー
ナ
ー
の
安

　
定
条
件
」
が
、
長
期
的
に
は
と
も
か
く
短
期
的
に
は
満
た
さ

　
れ
て
い
な
い
た
め
、
調
整
効
果
が
当
初
は
む
し
ろ
逆
目
に
出

　
る
）
が
持
続
的
に
発
現
し
て
し
ま
う
こ
と
。
③
各
国
の
輸
出

　
入
の
所
得
弾
カ
性
に
構
造
的
特
性
が
認
め
ら
れ
－
例
え
ぱ
、

　
わ
が
国
輸
出
の
海
外
所
得
弾
カ
性
は
2
に
近
く
、
輸
入
の
国

　
内
所
得
弾
カ
性
は
1
よ
り
小
、
他
方
米
国
の
そ
れ
は
、
前
者

　
が
1
よ
り
小
、
後
者
は
2
を
上
回
る
1
為
替
相
場
変
動
の

　
も
た
ら
す
価
格
効
果
を
打
ち
消
す
よ
う
に
働
い
て
し
ま
う
こ

　
と
。
④
非
価
格
競
争
カ
の
強
い
商
品
（
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ゥ
の

　
ウ
エ
イ
ト
の
大
き
い
化
学
製
晶
、
機
械
プ
ラ
ン
ト
等
）
の
比

　
重
が
近
年
増
大
し
て
き
て
お
り
、
為
替
相
場
の
も
た
ら
す
価

　
格
効
果
が
明
確
な
形
で
影
響
を
及
ぼ
さ
な
く
な
っ
て
い
る
こ

　
と
。
⑤
経
常
収
支
の
黒
字
を
と
き
に
（
金
利
格
差
の
膠
着
等

　
に
よ
り
）
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
資
本
収
支
の
純
流
出
が
生
じ
、

　
こ
の
た
め
為
替
相
場
自
体
が
、
前
者
の
不
均
衡
を
必
ず
し
も

　
反
映
せ
ず
、
従
っ
て
経
常
収
支
の
調
整
機
能
も
ま
た
発
現
し

　
　
　
　
（
注
）

　
え
な
い
こ
と
。

（
注
）
　
為
替
相
場
の
決
定
要
因
に
は
、
経
常
取
引
要
因
だ
け
で
な
く
資

　
本
取
引
要
因
を
当
然
含
む
。
両
取
引
が
混
合
し
て
い
る
現
実
の
市
場

　
に
あ
っ
て
は
、
為
替
相
場
の
基
礎
収
支
均
衡
作
用
は
あ
っ
て
も
経
常

　
収
支
均
衡
作
用
は
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
な
い
と
い
う
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
為
替
相
場
変
動
の
経
常
収
支
変
動
に
及
ぽ
す
緩
い
調
整
速
度

　
と
内
外
金
利
椿
差
の
資
本
収
支
に
及
ぽ
す
す
み
や
か
な
調
整
遠
度
と

　
の
間
に
犬
き
な
乖
離
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
問
題
を
一
層
複
雑
に
し

　
て
い
る
。

⇔
　
為
替
相
場
の
変
動
振
幅
は
予
想
以
上
に
大
き
く
、
乱
高
下

　
か
つ
均
衡
破
壊
型
と
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
ー
現
実
の
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市
場
に
あ
っ
て
は
、
先
物
の
カ
バ
ー
を
と
ら
な
い
投
機
的
資

　
本
移
動
、
バ
ン
ド
・
ワ
ゴ
ン
効
果
と
い
わ
れ
る
付
和
雷
同
型

　
の
泡
沫
現
象
な
ど
が
、
絶
え
間
な
く
発
生
し
、
投
機
的
要
素

　
は
理
論
経
済
学
者
が
予
期
し
て
い
る
以
上
に
大
き
く
か
つ
多

　
様
で
あ
る
。
市
場
関
係
者
の
恩
惑
・
相
場
観
は
、
時
々
の
政

　
治
、
経
済
、
社
会
憎
勢
に
よ
っ
て
大
き
く
撹
乱
、
動
揺
す
る

　
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
年
間
三
〇
～
四
〇
％
と
い
っ

　
た
大
き
な
為
替
粕
場
の
波
動
が
雄
弁
に
そ
れ
を
物
語
っ
て
い

　
る
。
こ
う
し
た
為
替
相
場
の
大
き
な
変
動
は
、
企
業
経
営
の

　
み
な
ら
ず
国
民
経
済
全
般
に
対
し
不
安
定
性
、
不
確
実
性
を

　
持
ち
込
み
、
危
険
負
担
や
危
険
回
避
の
両
面
で
大
き
な
ロ
ス

　
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
注
）
　
仮
り
に
、
為
替
相
場
が
大
き
く
変
動
し
て
も
、
先
物
市
場
に
よ

　
る
ヘ
ッ
ジ
が
可
能
な
ら
ぱ
、
貿
易
取
引
に
不
都
合
は
生
じ
な
い
と
の

　
見
解
も
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
現
実
に
は
、
直
先
ス
プ
レ
ッ
ド
が
極

　
端
に
乖
離
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
ヘ
ヅ
ジ
の
た
め
の
コ
ス
ト
も

　
犬
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

⇔
　
国
際
均
衡
へ
の
配
慮
は
引
続
き
重
要
で
あ
っ
て
、
金
融
政

　
策
の
自
由
度
は
少
し
も
向
上
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

　
ー
変
動
為
替
相
場
制
を
選
択
す
る
二
と
は
、
独
立
的
な
金

融
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
わ

　
れ
る
が
、
し
か
し
現
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
金
融

　
政
策
の
運
営
が
、
海
外
高
金
利
の
動
き
に
制
約
さ
れ
て
身
動

　
き
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
五
七
年
～
五
八
年
当
時
の
状
況
が

　
そ
の
好
例
で
あ
る
。
海
外
高
金
利
の
も
と
で
の
国
内
金
利
の

　
引
下
げ
は
（
国
内
最
気
情
勢
か
ら
す
れ
ぱ
望
ま
し
い
の
に
か

　
か
わ
ら
ず
）
、
内
外
金
利
差
の
拡
大
－
か
ら
円
安
を
招
き
、
こ

　
れ
が
物
価
上
昇
の
き
っ
か
け
と
な
り
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た

副
作
用
を
考
慮
す
る
と
き
、
金
融
政
策
の
自
由
度
は
必
ず
し

　
も
大
き
く
な
い
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
上
記
い
の
よ
う
に
、

　
為
替
相
場
の
国
際
収
支
不
均
衡
に
対
す
る
自
律
的
調
整
機
能

　
が
い
わ
ぱ
機
能
不
全
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
上
記
目

　
の
よ
う
に
変
動
の
振
幅
自
体
が
極
め
て
大
き
い
と
な
る
と
、

　
各
国
と
も
経
済
政
策
の
運
営
に
当
り
、
（
そ
し
て
そ
の
一
環

　
と
し
て
の
金
融
政
策
の
運
営
に
際
し
）
、
国
内
均
衡
の
み
で

　
な
く
、
為
替
相
場
の
振
幅
の
大
き
さ
や
国
際
収
支
の
対
外
不

　
均
衡
に
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

　
て
き
て
い
る
。

㈲
　
イ
ン
フ
レ
の
防
波
堤
と
な
っ
た
か
ど
う
か
－
為
替
相
場

　
変
動
に
よ
る
輸
入
イ
ン
フ
レ
の
遮
断
効
果
の
点
に
つ
い
て
は
、
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ほ
ぽ
理
論
通
り
の
評
個
が
与
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
は
、
石

油
シ
目
ヅ
ク
後
の
日
米
両
国
の
経
済
運
営
お
よ
ぴ
彼
我
の
バ

ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
検
証
し
て
み
れ
ば
明
瞭
で
あ
る
（
米
国

は
穣
極
的
な
景
気
刺
激
策
を
と
り
、
か
な
り
高
い
成
長
率
を

実
現
し
た
が
、
イ
ン
フ
レ
は
高
進
。
こ
の
間
わ
が
国
は
フ
回

ー
ト
ァ
ヅ
プ
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
の
輸
入
を
防
止
、
物
価
安

定
重
視
の
政
策
運
営
に
徹
し
つ
つ
物
価
上
昇
を
回
避
）
。
た

だ
し
、
変
動
為
替
相
揚
制
は
、
金
本
位
制
や
I
M
F
体
制
と

違
っ
て
、
金
や
金
為
替
に
よ
る
相
場
安
定
の
た
め
の
制
度
的

な
「
歯
ど
め
」
な
い
し
「
錨
」
を
欠
い
て
お
り
、
通
貨
節

度
（
マ
ネ
タ
リ
ー
・
デ
シ
プ
リ
ン
）
の
喪
失
と
い
っ
た
視
点

か
ら
の
問
題
は
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
以
降
の
変
動
為
替
相
場
制
に

入
っ
て
か
ら
の
各
国
物
価
水
準
の
推
移
を
、
そ
れ
に
先
行
す

る
固
定
為
替
相
場
制
下
の
そ
れ
と
対
比
し
て
み
る
と
き
、
こ

の
点
は
明
白
で
あ
る
。
「
イ
ン
7
レ
に
廿
い
変
動
相
場
体
制
」

と
い
っ
た
批
判
は
免
れ
難
い
。

四
　
変
動
為
替
相
場
制
十
余
年
の
経
験
か
ら
学
ぶ
も
の

（
為
替
介
入
と
政
策
協
調
）

　
変
動
為
替
相
場
制
下
の
十
余
年
、
「
期
待
と
現
実
」
の
ギ
ャ
ヅ

プ
は
、
以
上
の
如
く
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
は
、
変
動
為
替
相
場
制
下
の
歴
史
的
現
実
か
ら
何
・
か
を
学
ぷ
と

す
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
I
M
F
を
中
心
と
す
る

こ
れ
ま
で
の
変
動
為
替
相
場
制
改
善
へ
の
「
議
論
」
と
「
問
題
意

識
」
の
な
か
か
ら
、
以
下
若
干
の
手
探
り
を
行
っ
て
み
た
い
。
昭

和
五
二
年
四
月
の
「
為
替
相
場
政
策
の
監
視
に
つ
い
て
の
I
M
F

理
事
会
の
報
告
」
、
昭
和
五
八
年
五
月
の
「
先
進
七
ケ
国
蔵
相
中

央
銀
行
総
裁
会
議
提
出
の
報
告
」
、
昭
和
六
〇
年
六
凡
の
「
先
進

一
〇
ケ
国
蔵
相
代
理
会
議
の
報
告
」
が
主
要
な
吟
味
材
料
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
中
核
と
み
ら
れ
る
昭
和
五
八
年
五
月
の
報
告
と
と

り
あ
げ
考
察
し
て
み
よ
う
。
同
報
告
書
に
は
次
の
三
点
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
①
基
本
認
識
に
つ
い
て
1
為
替
相
場
は
、
各
国
の

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
（
各
国
イ
ン
フ
レ
率
椿
差
と
経
常
収
支
ポ

ジ
シ
ョ
ン
）
に
よ
っ
て
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
水
準
か
ら
し
ば
し
ば

大
き
く
乖
離
し
た
。
為
替
相
場
の
過
度
の
変
動
な
い
し
不
安
定
性

は
、
国
内
経
済
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
国
際
的
な
調
整
過
程
が
円

滑
に
機
能
す
る
上
で
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
②
主
要
国
の

為
替
介
入
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
－
米
、
英
、
日
本
、
西
独
、

仏
、
伊
、
カ
ナ
ダ
の
先
進
七
ケ
国
の
中
で
介
入
に
こ
れ
ま
で
積
極
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的
で
あ
っ
た
の
は
、
西
独
と
日
本
の
み
。
米
国
は
こ
れ
ま
で
介
入

に
消
極
的
、
介
入
頻
度
も
少
な
い
（
既
述
の
と
お
り
、
米
国
は
昨

年
九
月
以
降
態
度
変
更
）
。
③
為
替
介
入
と
政
策
協
調
に
つ
い
て

1
介
入
に
よ
っ
て
市
場
の
相
場
観
を
修
正
す
る
こ
と
は
容
易
で
な

く
（
介
入
は
、
短
期
的
に
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
に
し
て
も
）
、

諸
政
策
手
段
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
な
い
眼
り
そ
の
有
効
性
に
は
自

ず
と
隈
度
が
あ
る
。
各
国
の
協
調
為
替
介
入
は
効
果
を
高
め
る
も

の
と
期
待
し
う
る
。
た
だ
し
、
各
国
の
独
自
性
と
の
調
和
を
図
る

．
こ
と
が
大
き
な
課
題
。
凡
そ
以
上
の
三
点
が
報
告
書
の
要
旨
で
あ

る
。
こ
れ
ら
三
点
の
な
か
に
、
変
動
為
替
相
場
制
十
余
年
の
歴
史

的
経
験
の
い
わ
ば
エ
ヅ
セ
ン
ス
が
殆
ん
ど
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
放
任
さ
れ
た
場
合
の
変
動
為
替
相
場

制
の
姿
、
そ
の
際
の
対
応
策
と
し
て
の
「
為
替
介
入
と
政
策
協

調
」
の
意
義
、
そ
の
背
後
に
あ
る
問
題
点
が
端
的
に
こ
こ
に
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
報
告
書
の
こ
う
し
た
基
本
的
判
断
は
、
今

日
も
そ
の
ま
ま
生
き
つ
づ
け
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
各
国
通
貨
当
局
間
で
は
、
こ
づ
し
た
基
本
纏
に
沿
っ
て
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
実
行
の
具
体
案
な
い
し
政
策

の
肉
付
け
と
な
る
と
、
各
国
の
利
害
や
恩
惑
が
ま
と
も
に
ぷ
つ
か

り
あ
っ
て
、
な
か
な
か
合
意
点
に
達
し
な
い
の
が
現
実
の
世
界
で

あ
る
。
い
か
な
る
主
権
国
家
も
外
圧
に
よ
っ
て
国
内
政
策
を
変
更

す
る
こ
と
を
嫌
う
。
通
貨
主
権
も
決
し
て
そ
の
例
外
で
は
あ
り
え

な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
間
題
解
決
の
「
鍵
」
と
と
も
に
「
壁
」

も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
「
為
替

介
入
」
に
つ
い
て
の
議
論
を
若
干
整
理
し
て
み
る
と
、
①
タ
ー
ゲ

　
　
　
　
　
　
（
注
）

ヅ
ト
・
ゾ
ー
ン
構
想
（
目
標
相
場
圏
構
想
1
－
予
め
定
め
ら
れ
た
ゾ

ー
ン
を
目
途
に
介
入
）
、
②
ネ
ガ
テ
イ
ブ
・
タ
ー
ゲ
ヅ
ト
・
ゾ
ー

ン
構
想
（
誰
れ
の
目
か
ら
見
て
も
明
ら
か
に
乖
離
し
て
い
る
場
合

に
の
み
介
入
）
、
⑧
ド
ル
・
円
・
マ
ル
ク
の
三
極
通
貨
圏
構
想

（
三
つ
の
主
要
通
貨
の
間
に
目
標
相
場
圏
を
設
け
て
相
互
に
介
入
。

欧
州
通
貨
同
盟
E
M
S
に
つ
い
て
の
積
極
的
評
個
が
前
提
）
、
④

S
D
R
等
を
軸
と
し
た
平
価
制
度
へ
の
復
帰
構
想
な
ど
が
主
要
な

論
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
時
に
国
際
通
貨
改
革
を
め
ぐ

る
神
学
論
争
（
米
仏
両
国
の
金
・
通
貨
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
思
想

な
い
し
哲
挙
の
対
立
）
な
ど
と
椰
楡
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
か
く

熱
心
な
議
論
が
い
ま
穣
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
「
政
策
協

調
」
に
つ
い
て
の
議
論
の
方
も
こ
こ
で
整
理
し
て
み
る
と
、
①
I

M
F
に
よ
る
為
替
政
策
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
昭
和
五
二
年
四

月
）
、
②
各
国
経
済
の
多
角
的
監
視
制
度
の
強
化
（
昭
和
六
〇
年

六
月
の
G
－
1
0
会
議
）
⑨
主
要
国
の
為
替
お
よ
び
マ
ク
ロ
経
済
調

721



一橋論叢 第96巻 第2号　（μ）

　
整
（
昭
和
六
〇
年
九
月
の
G
l
・
・
合
意
）
な
ど
が
主
要
論
点
で
あ

　
ろ
う
。
一
つ
一
つ
の
内
容
は
と
も
か
く
と
し
て
、
い
ま
わ
れ
わ
れ

　
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
完
壁
主
義
で
は
な
く
漸
進
主
義
だ
と

　
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
（
注
）
　
近
年
、
タ
ー
ゲ
ソ
ト
・
ゾ
ー
ン
構
想
の
積
極
的
な
推
進
論
者
と

　
　
　
し
て
知
ら
れ
る
回
パ
ー
ト
・
ロ
ー
ザ
元
米
国
財
務
次
官
は
、
次
の
よ

　
　
　
う
に
の
ぺ
て
い
る
。
「
タ
ー
ゲ
ソ
ト
・
ゾ
ー
ン
構
想
を
主
張
す
る
理

　
　
　
由
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
え
ぱ
、
各
国
が
受
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る

　
　
　
規
範
と
し
て
、
従
前
の
金
お
よ
ぴ
固
定
為
替
平
価
が
担
っ
て
い
た
役

　
　
　
割
に
替
わ
る
ぺ
き
現
代
の
代
替
品
を
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
に
あ

　
　
　
る
」
（
前
掲
「
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
以
降
の
国
際
通
貨
制
度
の
変
遷
」

　
　
　
よ
り
引
用
）
。

　
　
（
新
た
な
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
）

　
　
変
動
為
替
相
場
制
十
余
年
の
歴
史
的
経
験
の
な
か
か
ら
、
結
局

　
の
と
こ
ろ
わ
れ
わ
れ
が
学
ぷ
べ
き
も
の
は
何
か
。
そ
の
「
結
論
的

、
覚
書
」
を
以
下
述
べ
て
、
本
稿
の
結
び
に
し
た
い
。
為
替
相
場
の

　
予
想
外
の
大
き
な
変
動
振
幅
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
残
存
す
る

　
国
際
収
支
の
大
き
な
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
、
こ
れ
が
問
題
の
核
心
で
あ

　
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
金
本
位
制
下
や
金
為
替
本
位
制
下
と
は

　
異
な
り
、
為
替
相
場
安
定
に
資
す
る
「
金
の
錨
」
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
最
大
の
要
因
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
わ
が

国
の
輸
出
入
貿
易
の
価
格
弾
カ
性
が
構
造
的
に
小
さ
い
こ
と
、
資

本
の
国
際
的
移
動
の
金
利
弾
カ
性
が
い
ま
や
構
造
的
に
大
き
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
為
替
相
場
の
調
整
機
能
の
不
全

を
補
う
べ
き
主
要
先
進
国
間
の
政
策
協
調
の
足
な
み
が
な
か
な
か

　
　
　
　
＾
1
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

揃
わ
な
い
こ
と
に
帰
着
す
る
と
い
え
る
。
今
後
の
方
途
は
ど
う
か
。

昭
和
六
〇
年
六
月
の
先
進
一
〇
ケ
国
の
蔵
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
．

議
の
報
告
で
も
「
現
在
に
お
い
て
は
、
全
般
的
な
固
定
為
替
相
場

制
に
復
帰
す
る
こ
と
は
非
現
実
的
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
角
を

た
め
て
（
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
を
抑
制
し
て
）
牛
を
こ
ろ
す

（
変
動
相
場
制
を
放
棄
す
る
）
の
で
は
な
く
、
最
小
隈
度
の
人
為

（
「
為
替
介
入
」
と
「
政
策
協
調
」
、
そ
し
て
、
そ
の
前
提
た
る

「
I
M
F
の
多
角
的
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」
）
で
以
っ
て
制
度
と
し
て

ワ
ー
ク
さ
せ
る
方
途
す
な
わ
ち
変
動
為
替
梱
場
制
下
の
新
た
な
ゲ

ー
ム
の
ル
ー
ル
を
見
出
す
こ
と
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
課
題
で
あ

る
。
そ
し
て
国
際
化
時
代
の
「
為
替
介
入
」
と
「
政
策
協
調
」
の

理
論
付
け
と
実
践
行
動
が
そ
の
困
難
な
道
を
き
り
拓
い
て
行
く
こ

と
に
な
ろ
う
。

　
最
後
に
も
う
一
点
、
「
各
国
の
通
貨
節
度
（
マ
ネ
タ
リ
ー
・
デ

シ
プ
リ
ン
）
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
す
で
に
繰
返
し
述
べ
た

よ
う
に
、
変
動
為
替
相
場
制
が
、
現
実
論
の
立
場
か
ら
み
て
イ
ン
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（45）　変動為替相場制の模索と実践

フ
レ
に
寛
容
な
世
界
を
生
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

固
定
為
替
相
場
制
の
下
で
は
、
基
軸
通
貨
国
で
あ
る
米
国
は
米
ド

ル
の
金
平
価
維
持
と
い
う
枠
を
は
め
ら
れ
て
い
た
し
、
そ
の
他
各

国
も
、
そ
れ
ら
の
通
貨
が
米
ド
ル
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
た
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
I
M
F
平
価
維
持
と
い
う
枠
を
は
め
ら
れ
て
い
た
が
、

し
か
し
変
動
為
替
相
場
制
の
下
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
枠
が
弛

緩
な
い
し
取
り
外
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
各
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
内
事
情
に
左
右
さ
れ
て
、
イ
ン
フ
レ
に
寛
容
な
政
策
運
営
に

傾
き
易
く
（
と
く
に
財
政
運
営
の
点
で
）
、
そ
の
雛
を
、
い
ま
や

自
由
の
身
と
な
っ
た
為
替
相
場
の
方
に
寄
せ
て
し
ま
い
が
ち
だ
と

い
う
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
変
動
為
替
相
場
制
は
イ

ン
フ
レ
に
苛
い
。
そ
し
て
い
ま
や
歯
ど
め
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
変

動
為
替
相
場
制
は
、
ル
ー
ル
の
な
き
ゲ
ー
ム
に
等
し
い
。
各
国
の

「
通
貨
節
度
」
を
確
立
す
る
こ
と
こ
そ
変
動
為
替
相
場
制
下
の
ゲ

ー
ム
の
ル
ー
ル
の
原
点
で
あ
ろ
う
。
「
政
策
協
調
」
の
原
点
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

れ
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
。

　
（
1
）
　
国
際
通
貨
問
題
を
解
く
鍵
が
、
緒
局
の
と
こ
ろ
国
益
よ
り
も
国

　
　
際
的
利
益
を
優
先
さ
せ
る
思
想
へ
の
理
解
に
あ
る
こ
と
を
、
逸
早
く

　
　
見
抜
い
て
い
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
J
・
M
・
ケ
イ
ン
ズ
で
あ
っ
た
。

　
　
「
非
常
に
緩
や
か
な
動
き
で
は
あ
る
が
、
国
民
的
利
益
が
一
地
域
の

　
　
利
益
に
優
先
し
、
そ
し
て
国
際
的
利
益
が
国
民
的
利
益
に
優
先
す
る

　
　
と
い
う
真
実
の
傾
向
が
存
在
す
る
と
私
は
考
え
る
。
」
（
＞
o
ユ
く
匡
g

　
　
6
含
－
お
さ
一
ω
－
曇
官
目
o
q
　
色
5
　
弔
o
叩
寸
峯
胃
　
考
o
二
p
　
尉
『
o
津
o
自

　
妻
o
o
o
叩
與
自
o
射
o
勺
胃
里
ゴ
o
篶
’
（
＜
o
「
　
×
×
＜
H
H
巨
価
o
o
二
8
富
o

　
老
『
津
巨
o
司
餉
艮
』
．
呂
．
宍
o
｝
目
鶉
．
勺
1
6
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
（
2
）
　
「
主
要
国
の
経
済
政
策
が
同
一
原
則
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ

　
　
と
が
、
為
替
相
場
の
安
定
に
は
何
よ
り
肝
心
」
（
ぺ
i
ル
西
独
ブ
ン

　
　
デ
ス
パ
ン
ク
総
裁
）
「
対
内
価
値
の
安
定
と
対
外
価
値
の
安
定
と
は

　
結
局
の
と
こ
ろ
区
別
出
来
る
も
の
で
な
い
」
（
ミ
ル
ト
ン
・
ギ
ル
パ

　
　
ー
ド
、
「
国
際
通
貨
体
制
の
軌
跡
」
三
〇
五
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
犬
挙
講
師
）
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